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第 1 号 令 和 5 年 度 徳 島 県 一 般 会 計 予 算

令和5年度徳島県一般会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ502，781，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（継続費）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第212条第1項の規定による継続費の経費の総額及び年割額は，「第2表継続費」による。

（債務負担行為）

第3条 地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第3表債務負担行為」による。

（地方債）

第4条 地方自治法第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，「第4表地方債」に

よる。

（一時借入金）

第5条 地方自治法第235条の3第2項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，90，000，000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第6条 地方自治法第220条第2項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

()1 各項に計上した給料，職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1号 令和5年度徳島県一般会計予算
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款 項 金 額

1 県 税 84，000，000

1 県 民 税 28，209，457

2 事 業 税 21，094，355

3 地 方 消 費 税 16，421，168

4 不 動 産 取 得 税 1，448，585

5 県 た ば こ 税 813，859

6 ゴ ル フ 場 利 用 税 260，671

7 軽 油 引 取 税 5，327，476

8 自 動 車 税 10，407，710

9 鉱 区 税 1，304

10 狩 猟 税 11，980

11 旧 法 に よ る 税 3，435

2 地 方 消 費 税 清 算 金 36，349，000

1 地 方 消 費 税 清 算 金 36，349，000

初校
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3 地 方 譲 与 税 14，642，000

1 特 別 法 人 事 業 譲 与 税 12，846，000

2 地 方 揮 発 油 譲 与 税 1，538，000

3 石 油 ガ ス 譲 与 税 60，000

4 自 動 車 重 量 譲 与 税 79，000

5 森 林 環 境 譲 与 税 118，000

6 航 空 機 燃 料 譲 与 税 1，000

4 地 方 特 例 交 付 金 330，000

1 地 方 特 例 交 付 金 330，000

5 地 方 交 付 税 149，500，000

1 地 方 交 付 税 149，500，000

6 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 220，000

1 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 220，000

7 分 担 金 及 び 負 担 金 873，193

1 分 担 金 181，047

2 負 担 金 692，146

8 使 用 料 及 び 手 数 料 5，757，795

初校
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1 使 用 料 4，181，258

2 手 数 料 1，576，537

9 国 庫 支 出 金 70，072，476

1 国 庫 負 担 金 29，994，636

2 国 庫 補 助 金 39，192，385

3 委 託 金 885，455

10 財 産 収 入 758，778

1 財 産 運 用 収 入 472，372

2 財 産 売 払 収 入 286，406

11 寄 附 金 13，807

1 寄 附 金 13，807

12 繰 入 金 85，011，323

1 特 別 会 計 繰 入 金 63，603，059

2 基 金 繰 入 金 21，408，264

13 繰 越 金 2，000，000

1 繰 越 金 2，000，000

14 諸 収 入 14，428，628
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1 延 滞 金，加 算 金 及 び 過 料 等 82，510

2 県 預 金 利 子 650

3 公 営 企 業 貸 付 金 元 利 収 入 2，040，000

4 貸 付 金 元 利 収 入 3，719，122

5 受 託 事 業 収 入 961，127

6 収 益 事 業 収 入 2，765，499

7 雑 入 4，859，720

15 県 債 38，824，000

1 県 債 38，824，000

歳 入 合 計 502，781，000

款 項 金 額

1 議 会 費 993，959

1 議 会 費 993，959

2 総 務 費 25，515，060

1 総 務 管 理 費 12，784，071

歳 出

千円
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2 企 画 費 4，925，058

3 徴 税 費 2，545，019

4 市 町 村 振 興 費 1，011，265

5 選 挙 費 624，816

6 防 災 費 3，010，560

7 統 計 調 査 費 289，716

8 人 事 委 員 会 費 143，330

9 監 査 委 員 費 181，225

3 民 生 費 67，963，669

1 社 会 福 祉 費 49，474，498

2 児 童 福 祉 費 13，791，261

3 生 活 保 護 費 4，697，910

4 衛 生 費 35，308，467

1 公 衆 衛 生 費 8，545，994

2 環 境 衛 生 費 3，703，200

3 保 健 所 費 1，609，772

4 医 薬 費 14，734，819

再校

6

令和5年2月議案



5 病 院 事 業 費 6，714，682

5 労 働 費 4，330，620

1 労 政 費 3，180，685

2 職 業 訓 練 費 1，038，718

3 労 働 委 員 会 費 111，217

6 農 林 水 産 業 費 29，131，325

1 農 業 費 4，506，262

2 園 芸 費 588，394

3 畜 産 業 費 1，347，230

4 農 地 費 10，019，328

5 林 業 費 10，397，520

6 水 産 業 費 2，272，591

7 商 工 費 66，889，785

1 商 業 費 61，696，113

2 工 鉱 業 費 3，751，090

3 観 光 費 1，442，582

8 土 木 費 50，390，927
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1 土 木 管 理 費 3，716，412

2 道 路 橋 り ょ う 費 22，248，776

3 河 川 海 岸 費 13，192，421

4 港 湾 費 4，152，466

5 都 市 計 画 費 5，696，245

6 住 宅 費 1，384，607

9 警 察 費 21，445，874

1 警 察 管 理 費 19，254，754

2 警 察 活 動 費 2，191，120

10 教 育 費 83，596，215

1 教 育 総 務 費 11，427，751

2 小 学 校 費 24，096，405

3 中 学 校 費 14，316，113

4 高 等 学 校 費 18，417，453

5 特 別 支 援 学 校 費 9，927，164

6 社 会 教 育 費 4，204，584

7 保 健 体 育 費 1，206，745

初校

8

令和5年2月議案



11 災 害 復 旧 費 10，596，200

1 農 林 水 産 施 設 災 害 復 旧 費 1，499，200

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 8，997，000

3 公 用 公 共 用 施 設 災 害 復 旧 費 100，000

12 公 債 費 68，215，386

1 公 債 費 68，215，386

13 諸 支 出 金 38，253，513

1 地 方 消 費 税 清 算 金 16，151，371

2 利 子 割 交 付 金 52，990

3 配 当 割 交 付 金 1，130，707

4 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 672，982

5 法 人 事 業 税 交 付 金 1，592，730

6 地 方 消 費 税 交 付 金 18，218，597

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 182，126

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 10，000

9 環 境 性 能 割 交 付 金 242，000

10 利 子 割 精 算 金 10

初校

9

令和5年2月議案



14 予 備 費 150，000

1 予 備 費 150，000

歳 出 合 計 502，781，000

第2表 継 続 費

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

6 農 林 水 産 業 費 6 水 産 業 費 椿泊荷さばき所整備事業 3，000，000 5 200，000

6 800，000

7 1，700，000

8 300，000

8 土 木 費 2 道 路 橋 り ょ う 費 大鳴門橋自転車道設置事業 2，800，000 5 100，000

6 500，000

7 1，200，000

8 900，000

9 100，000

5 都 市 計 画 費 末広住吉高架橋上部工架設
事業

1，700，000 5 200，000

6 400，000

再校
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事 項 期 間 限 度 額

徳島県消防学校等改修事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 104，540千円

徳島県立東部防災館の管理運営協定 自 令和6年度
至 令和14年度 1，215，000千円

奨学金返還支援費に係る補助金 自 令和5年度
至 令和23年度 240，000千円

移住促進支援費に係る補助金 自 令和6年度
至 令和7年度 15，000千円

7 500，000

8 600，000

鳴門総合運動公園野球場
改築事業

6，960，000 5 660，000

6 2，340，000

7 2，360，000

8 1，600，000

10 教 育 費 6 社 会 教 育 費 新ホール整備事業 19，793，000 5 1，258，000

6 4，584，000

7 10，596，000

8 3，355，000

第3表 債務負担行為
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地方債証券の共同発行により生ずる連帯債務（共同発行市場公募地方債） 自 令和5年度
至 令和15年度

元金
1，075，000，000千円
及びこれに対する利
子相当額

合同庁舎受変電設備改修工事請負契約 令 和 6 年 度 160，000千円

納税通知書等作成業務委託契約 令 和 6 年 度 15，000千円

県庁総合サービスネットワーク基幹機器賃貸借契約 自 令和6年度
至 令和11年度 79，200千円

徳島県立埋蔵文化財総合センター受変電設備改修工事請負契約 令 和 6 年 度 33，800千円

徳島県蔵本公園等の管理運営協定 自 令和6年度
至 令和7年度 1，656千円

公益財団法人とくしま産業振興機構の中小企業・雇用対策推進費造成事業融資損失補償契約 令 和 6 年 度

融資額
36，800，000千円

及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

公益財団法人とくしま産業振興機構のとくしま経済飛躍ファンド造成事業融資損失補償契約 令 和 6 年 度

融資額 960，000千円
及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

徳島県立渦の道の塗装等補修工事請負契約 令 和 6 年 度 46，400千円

公益財団法人徳島県農業開発公社の農地保有合理化事業等資金損失補償契約 自 令和6年度
至 令和16年度

融資額 50，000千円
並びに延滞金及び違
約金年10．95％の範
囲内における損失補
償

家畜保健衛生所再編整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 380，000千円

再校
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公益社団法人徳島森林づくり推進機構の株式会社日本政策金融公庫資金損失補償契約 自 令和5年度
至 令和61年度

融資額 175，324千円
に対するつぎにかか
げる損失補償
償還期限到来後10か
月の期間満了の日
（以下「損失確定
日」という。）にお
いて，株式会社日本
政策金融公庫が弁済
を受けなかった元利
金合計額（遅延損害
金を含む。）及び損
失確定日の翌日から
補償履行の日までの
利率年11％の割合に
よる金額

中山間地域農村活性化総合整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 30，000千円

基幹農道整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 30，000千円

広域営農団地農道整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 80，000千円

経営体育成基盤整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 10，000千円

農業水利施設保全対策事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 980，000千円

農業水利施設保全合理化事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 39，000千円

耕地地すべり防止事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 80，000千円

老朽ため池等整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 140，000千円

農地海岸保全施設整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 40，000千円

広域漁港整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 230，000千円

再校

13

令和5年2月議案



水産物供給基盤機能保全事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 300，000千円

水域環境保全創造事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 60，000千円

漁港海岸保全施設整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 120，000千円

県単独漁港漁場整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 30，000千円

森林基盤整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 200，000千円

治山事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 150，000千円

林野地すべり防止事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 50，000千円

徳島県土地開発公社の開発事業資金債務保証 自 令和6年度
至 令和15年度

融資額
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内における債務保証

徳島県土地開発公社の用地取得等契約 自 令和6年度
至 令和15年度

用地費，補償費等
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内の金額

道路維持作業用自動車売買契約 令 和 6 年 度 5，000千円

道路維持管理業務委託契約 令 和 6 年 度 250，000千円

道路局部改良事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 70，000千円

路側整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 40，000千円

道路改築事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 480，000千円

緊急地方道路整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 1，300，000千円

初校
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交通安全対策事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 5，000千円

橋りょう修繕事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 40，000千円

街路事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 300，000千円

公園整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 400，000千円

堰堤改良事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 50，000千円

河川海岸維持管理業務委託契約 令 和 6 年 度 150，000千円

河川特殊改良事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 20，000千円

広域河川改修事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 200，000千円

総合流域防災事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 170，000千円

地震・高潮対策河川事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 100，000千円

河川管理施設長寿命化事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 100，000千円

海岸侵食対策事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 100，000千円

津波・高潮危機管理対策緊急事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 50，000千円

海岸堤防等老朽化対策緊急事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 100，000千円

河川等災害関連事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 100，000千円

通常砂防事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 80，000千円

地すべり対策事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 80，000千円

初校
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急傾斜地崩壊対策事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 50，000千円

河川等施設災害復旧事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 1，000，000千円

港湾海岸施設維持補修事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 250，000千円

県単独港湾整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 90，000千円

港湾海岸保全施設整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 400，000千円

港湾環境整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 140，000千円

港湾補修事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 300，000千円

高校施設整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 461，709千円

県立高等学校空調設備等賃貸借契約 自 令和6年度
至 令和19年度 502，547千円

県立高等学校総合寄宿舎（三好寮）増設事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 357，123千円

駐在所整備等ＰＦＩ事業契約 自 令和6年度
至 令和30年度 6，850千円

警察署整備事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 163，988千円

運転者管理システム機器賃貸借契約 自 令和6年度
至 令和11年度 420，000千円

緊急配備支援システム電子計算機等賃貸借契約 自 令和6年度
至 令和11年度 552，000千円

再校
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第4表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

総務管理事業 312，000 証書借入又は証券発
行（他の地方公共団
体との共同発行を含
む。）

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。防災事業 284，000

社会福祉事業 327，000

児童福祉事業 11，000

公衆衛生事業 87，000

環境衛生事業 29，000

職業訓練事業 16，000

農業事業 109，000

畜産事業 218，000

農地事業 2，715，000

林業治山事業 2，163，000

水産事業 438，000

商業事業 4，000

工鉱業関係事業 23，000

観光事業 188，000

千円

初校
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土木管理事業 7，000

道路橋りょう事業 10，348，000

河川海岸事業 6，991，000

港湾事業 1，439，000

都市計画事業 2，416，000

住宅事業 212，000

警察関係事業 663，000

教育総務事業 160，000

高等学校整備事業 1，118，000

特別支援学校整備事業 1，948，000

社会教育事業 1，187，000

土木施設災害復旧事業 3，281，000

公用公共用施設災害復旧事業 94，000

臨時財政対策債 2，036，000

計 38，824，000

初校
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第 2 号 令和5年度徳島県用度事業特別会計予算

令和5年度徳島県用度事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ1，712，784千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 用 度 事 業 収 入 1，712，784

1 財 産 収 入 200

2 繰 越 金 196，544

3 諸 収 入 1，516，040

歳 入 合 計 1，712，784

千円

第2号 令和5年度徳島県用度事業特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 用 度 事 業 費 1，712，784

1 用 度 事 業 費 1，712，784

歳 出 合 計 1，712，784

初校

千円
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第 3 号 令和5年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2，304，550千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 収 入 2，304，550

1 繰 越 金 1，521，875

2 諸 収 入 782，675

歳 入 合 計 2，304，550

千円

第3号 令和5年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 2，304，550

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 2，304，550

歳 出 合 計 2，304，550

初校

千円
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第 4 号 令和5年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算

令和5年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ212，522千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 収 入 212，522

1 繰 入 金 172，363

2 諸 収 入 40，159

歳 入 合 計 212，522

千円

第4号 令和5年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 212，522

1 早明浦ダム建設事業都市用水負担金 52，722

2 正木ダム建設事業都市用水負担金 52，363

3 旧吉野川河口堰建設事業都市用水負担金 107，437

歳 出 合 計 212，522

初校

千円
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第 5 号 令和5年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ223，446千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 収 入 223，446

1 繰 越 金 116，548

2 諸 収 入 106，898

歳 入 合 計 223，446

千円

第5号 令和5年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 223，446

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 223，446

歳 出 合 計 223，446

初校

千円
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第 6 号 令和5年度徳島県国民健康保険事業特別会計予算

令和5年度徳島県国民健康保険事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ73，222，636千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 国 民 健 康 保 険 事 業 収 入 73，222，636

1 分 担 金 及 び 負 担 金 19，462，871

2 国 庫 支 出 金 21，677，642

3 前 期 高 齢 者 交 付 金 26，005，636

4 共 同 事 業 交 付 金 133，172

5 財 産 収 入 277

6 繰 入 金 4，943，038

千円

第6号 令和5年度徳島県国民健康保険事業特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 国 民 健 康 保 険 事 業 費 73，222，636

1 国 民 健 康 保 険 事 業 費 73，222，359

2 国民健康保険財政安定化基金積立金 277

歳 出 合 計 73，222，636

7 繰 越 金 1，000，000

歳 入 合 計 73，222，636

再校
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第 7 号 令和5年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2，151，169千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金収入 2，151，169

1 繰 入 金 1，028

2 諸 収 入 470，141

3 県 債 1，680，000

歳 入 合 計 2，151，169

千円

第7号 令和5年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金 2，151，169

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金 2，151，169

歳 出 合 計 2，151，169

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

地方独立行政法人徳島県鳴門
病院資金貸付金

1，680，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

初校
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千円
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第 8 号 令和5年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

令和5年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ126，375，585千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第2表債務負担行為」に

よる。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 収 入 126，375，585

1 繰 入 金 63，624，600

2 繰 越 金 64，454

3 諸 収 入 62，686，531

歳 入 合 計 126，375，585

千円

第8号 令和5年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

再校
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歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 126，375，585

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 126，375，585

歳 出 合 計 126，375，585

第2表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

企業立地促進事業に係る補助金交付指令 自 令和6年度
至 令和13年度 2，500，000千円

再校

千円
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第 9 号 令和5年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ36，408千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 収 入 36，408

1 繰 越 金 29，361

2 諸 収 入 7，047

歳 入 合 計 36，408

千円

第9号 令和5年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 36，408

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 36，408

歳 出 合 計 36，408

初校

千円
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第10号 令和5年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

令和5年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ67，246千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 収 入 67，246

1 財 産 収 入 63，634

2 繰 越 金 3，602

3 諸 収 入 10

歳 入 合 計 67，246

千円

第10号 令和5年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 67，246

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 67，246

歳 出 合 計 67，246

初校

千円
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第11号 令和5年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ1，799千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 収 入 1，799

1 繰 入 金 299

2 繰 越 金 1，000

3 諸 収 入 500

歳 入 合 計 1，799

千円

第11号 令和5年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 1，799

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 1，799

歳 出 合 計 1，799

初校

千円
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第12号 令和5年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ251，978千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 収 入 251，978

1 繰 入 金 1，975

2 繰 越 金 245，001

3 諸 収 入 5，002

歳 入 合 計 251，978

千円

第12号 令和5年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 251，978

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 251，978

歳 出 合 計 251，978

初校

千円
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第13号 令和5年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

令和5年度徳島県県有林県行造林事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ220，975千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 収 入 220，975

1 財 産 収 入 130，102

2 繰 入 金 82，753

3 繰 越 金 7，905

4 諸 収 入 215

歳 入 合 計 220，975

千円

第13号 令和5年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 220，975

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 220，975

歳 出 合 計 220，975

初校

千円
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第14号 令和5年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ80，887千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 収 入 80，887

1 繰 入 金 885

2 繰 越 金 72，742

3 諸 収 入 7，260

歳 入 合 計 80，887

千円

第14号 令和5年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

初校

43

令和5年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 80，887

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 80，887

歳 出 合 計 80，887

初校

千円
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第15号 令和5年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

令和5年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2，049，697千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 収 入 2，049，697

1 財 産 収 入 1，146，524

2 繰 入 金 400，000

3 繰 越 金 33，023

4 諸 収 入 150

千円

第15号 令和5年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

初校
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5 県 債 470，000

歳 入 合 計 2，049，697

歳 出

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 2，049，697

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 2，048，846

2 土 地 開 発 基 金 積 立 金 851

歳 出 合 計 2，049，697

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

公共用地取得事業 470，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

初校

千円

千円
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第16号 令和5年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

令和5年度徳島県港湾等整備事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2，779，787千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第2表債務負担行為」に

よる。

（地方債）

第3条 地方自治法第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，「第3表地方債」に

よる。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 収 入 2，779，787

1 使 用 料 及 び 手 数 料 974，120

2 財 産 収 入 54，385

千円

第16号 令和5年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 2，779，787

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 2，171，567

2 徳島小松島港津田地区整備事業費 510，000

3 空 港 周 辺 整 備 事 業 費 98，220

歳 出 合 計 2，779，787

3 繰 入 金 300，000

4 繰 越 金 50

5 諸 収 入 267，232

6 県 債 1，184，000

歳 入 合 計 2，779，787

第2表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

港湾施設小規模改良事業工事請負等契約 令 和 6 年 度 30，000千円

初校

千円
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第3表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

港湾等整備事業 921，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。徳島小松島港津田地区整備

事業 263，000

計 1，184，000

千円

再校
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50初校

令和5年2月議案



第17号 令和5年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

令和5年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ137，821千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 収 入 137，821

1 財 産 収 入 198

2 繰 越 金 127，950

3 諸 収 入 9，673

歳 入 合 計 137，821

千円

第17号 令和5年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 運 営 費 137，821

1 県 営 住 宅 敷 金 運 営 費 137，821

歳 出 合 計 137，821

初校

千円
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第18号 令和5年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

令和5年度徳島県奨学金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ235，500千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 奨 学 金 収 入 235，500

1 財 産 収 入 1，203

2 繰 越 金 102，806

3 諸 収 入 131，491

歳 入 合 計 235，500

千円

第18号 令和5年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 奨 学 金 貸 付 金 235，500

1 奨 学 金 貸 付 金 235，500

歳 出 合 計 235，500

初校

千円
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第19号 令和5年度徳島県証紙収入特別会計予算

令和5年度徳島県証紙収入特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ3，289，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 証 紙 収 入 3，289，000

1 証 紙 収 入 2，429，600

2 繰 越 金 859，400

歳 入 合 計 3，289，000

千円

第19号 令和5年度徳島県証紙収入特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 繰 出 金 3，289，000

1 他 会 計 繰 出 金 3，289，000

歳 出 合 計 3，289，000

初校
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第20号 令和5年度徳島県公債管理特別会計予算

令和5年度徳島県公債管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ97，149，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 債 管 理 収 入 97，149，000

1 繰 入 金 68，211，000

2 県 債 28，938，000

歳 入 合 計 97，149，000

千円

第20号 令和5年度徳島県公債管理特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 公 債 費 97，149，000

1 公 債 費 97，149，000

歳 出 合 計 97，149，000

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

借換債 28，938，000 証書借入又は証券発行（他の地方公
共団体との共同発行を含む。）

年 5％以内 融資機関の融資条件による。ただし，必要
の生じた場合は全部若しくは一部繰上償還
し，又は借換えすることができる。

初校

千円

千円
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第21号 令和5年度徳島県給与集中管理特別会計予算

令和5年度徳島県給与集中管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ30，048，157千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 給 与 振 替 収 入 30，048，157

1 給 与 振 替 収 入 30，048，157

歳 入 合 計 30，048，157

千円

第21号 令和5年度徳島県給与集中管理特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 給 与 費 30，048，157

1 給 与 費 30，048，157

歳 出 合 計 30，048，157

初校

千円
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第22号 令和5年度徳島県病院事業会計予算

（総則）

第1条 令和5年度徳島県病院事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 病 床 数 790床

()2 年 間 患 者 数

入 院 203，496人

外 来 245，187人

()3 1 日 平 均 患 者 数

入 院 556人

外 来 1，009人

()4 主要な建設改良事業

病院増改築工事費 84，707千円

医療器械及び備品購入費 739，372千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 病 院 事 業 収 益 26，927，141千円

第1項 医 業 収 益 23，069，790千円

第2項 医 業 外 収 益 3，857，351千円

支 出

第1款 病 院 事 業 費 用 28，272，097千円

第1項 医 業 費 用 26，927，801千円

第22号 令和5年度徳島県病院事業会計予算
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第2項 医 業 外 費 用 1，344，296千円
（資本的収入及び支出）
第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1，230，624千円は，当年度分消費税及び地方消
費税資本的収支調整額2，062千円及び過年度分損益勘定留保資金1，228，562千円で補てんするものとする。）。

収 入
第1款 資 本 的 収 入 3，845，432千円
第1項 企 業 債 794，000千円
第2項 負 担 金 1，049，280千円
第3項 他会計からの借入金 2，000，000千円
第4項 補 助 金 2，152千円

支 出
第1款 資 本 的 支 出 5，076，056千円
第1項 建 設 改 良 費 824，079千円
第2項 企 業 債 償 還 金 2，011，977千円
第3項 他会計からの借入金償還金 2，240，000千円

（企業債）

第5条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

病院整備事業 794，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，2，000，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

初校
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第7条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議

決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 13，354，972千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，6，370，000千円と定める。

（重要な資産の取得）

第9条 重要な資産の取得は，次のとおりとする。

種 類 名 称 数 量

()1 取得する資産 医療器械 磁気共鳴断層撮影装置 一 式

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
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第23号 令和5年度徳島県電気事業会計予算

（総則）

第1条 令和5年度徳島県電気事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 供給電力量 水力発電所 331，500，000ｋＷｈ

太陽光発電所 4，641，000ｋＷｈ

()2 建設改良工事 既設設備改良工事 811，599千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 3，812，102千円

第1項 営 業 収 益 3，804，574千円

第2項 財 務 収 益 1，588千円

第3項 事 業 外 収 益 5，940千円

支 出

第1款 事 業 費 用 3，529，213千円

第1項 営 業 費 用 3，389，397千円

第2項 財 務 費 用 1千円

第3項 事 業 外 費 用 134，815千円

第4項 特 別 損 失 2，000千円

第5項 予 備 費 3，000千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額503，808千円は，当年度分消費税及び地方消費税

第23号 令和5年度徳島県電気事業会計予算
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資本的収支調整額73，678千円及び建設改良積立金430，130千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 313，519千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 300千円

第2項 他会計長期貸付金等返還金 312，386千円

第3項 そ の 他 収 入 833千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 817，327千円

第1項 建 設 改 良 費 811，599千円

第2項 投 資 5，728千円

（継続費）

第5条

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

1 事 業 費 用 1 営 業 費 用 川口発電所1号水車発電機
改良事業

728，911 5 122，460

6 551，799

7 54，652

日野谷発電所1号制御装置
取替事業

20，000 5 5，385

6 9，231

7 5，384

1 資 本 的 支 出 1 建 設 改 良 費 川口発電所1号水車発電機
改良事業

164，931 5 62，625

千円 千円

継続費の総額及び年割額は，次のとおりと定める。

再校
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6 97，353

7 4，953

（債務負担行為）

第6条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

日野谷発電所取水口ゲート修繕事業工事請負契約 令 和 6 年 度 54，875千円

川口ダムゲート制御装置修繕事業工事請負契約 令 和 6 年 度 41，741千円

水力発電集中監視制御システム修繕事業工事請負契約 令 和 6 年 度 95，864千円

マリンピア沖洲太陽光発電所閉鎖型配電盤等修繕事業工事請負契約 令 和 6 年 度 26，373千円

日野谷発電所送電線継電器盤取替事業工事請負契約 令 和 6 年 度 73，606千円

川口寮建替事業工事請負契約 令 和 6 年 度 284，695千円

（一時借入金）

第7条 一時借入金の限度額は，1，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第8条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 977，163千円

（たな卸資産の購入限度額）

第9条 たな卸資産の購入限度額は，10，000千円と定める。
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令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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第24号 令和5年度徳島県工業用水道事業会計予算

（総則）

第1条 令和5年度徳島県工業用水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 給水事業所数 34 吉野川北岸工業用水道 21

阿南工業用水道 13

()2 年間総給水量 67，391，580㎥ 吉野川北岸工業用水道 38，660，580㎥

阿南工業用水道 28，731，000㎥

()3 1日平均給水量 184，130㎥ 吉野川北岸工業用水道 105，630㎥

阿南工業用水道 78，500㎥

()4 建設改良工事 吉野川北岸工業用水道改良工事 381，383千円

阿南工業用水道改良工事 109，189千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 1，283，982千円

第1項 営 業 収 益 1，221，910千円

第2項 営 業 外 収 益 62，072千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，237，069千円

第1項 営 業 費 用 1，212，727千円

第2項 営 業 外 費 用 24，342千円

（資本的収入及び支出）

第24号 令和5年度徳島県工業用水道事業会計予算
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第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額566，336千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額39，352千円及び過年度分損益勘定留保資金526，984千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 57，691千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 1，151千円

第2項 工 事 負 担 金 56，540千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 624，027千円

第1項 建 設 改 良 費 490，572千円

第2項 企 業 債 償 還 金 35，249千円

第3項 他会計長期借入金償還金 85，186千円

第4項 国 庫 補 助 金 返 還 金 13，000千円

第5項 投 資 20千円

（債務負担行為）

第5条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

脱水機設備改良事業工事請負契約 令 和 6 年 度 47，500千円

有線テレメータ装置取替事業工事請負契約 令 和 6 年 度 7，398千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第7条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。
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()1 職 員 給 与 費 228，980千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，20，000千円と定める。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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第25号 令和5年度徳島県土地造成事業会計予算

（総則）

第1条 令和5年度徳島県土地造成事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 工業用地の管理事業 1，594千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 7，785千円

第1項 営 業 収 益 7，740千円

第2項 営 業 外 収 益 45千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，827千円

第1項 営 業 費 用 1，826千円

第2項 営 業 外 費 用 1千円

（一時借入金）

第4条 一時借入金の限度額は，30，000千円と定める。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第25号 令和5年度徳島県土地造成事業会計予算
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第26号 令和5年度徳島県駐車場事業会計予算

（総則）

第1条 令和5年度徳島県駐車場事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 収 容 台 数 525台

()2 建 設 改 良 工 事 既設設備改良工事 11，170千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 65，755千円

第1項 営 業 収 益 65，060千円

第2項 営 業 外 収 益 695千円

支 出

第1款 事 業 費 用 63，461千円

第1項 営 業 費 用 63，460千円

第2項 営 業 外 費 用 1千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額11，170千円は，過年度分損益勘定留保資金11，170

千円で補てんするものとする。）。

支 出

第1款 資 本 的 支 出 11，170千円

第1項 建 設 改 良 費 11，170千円

（一時借入金）

第26号 令和5年度徳島県駐車場事業会計予算
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第5条 一時借入金の限度額は，300，000千円と定める。

（たな卸資産の購入限度額）

第6条 たな卸資産の購入限度額は，1，000千円と定める。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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第27号 令和5年度徳島県流域下水道事業会計予算

（総則）

第1条 令和5年度徳島県流域下水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 流 域 関 連 市 町 数 5市町

()2 年 間 総 処 理 水 量 2，730，000㎥

()3 1 日 平 均 処 理 水 量 7，459㎥

()4 主要な建設改良事業

流域下水道整備事業 13，000千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 1，004，001千円

第1項 営 業 収 益 340，943千円

第2項 営 業 外 収 益 663，058千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，004，001千円

第1項 営 業 費 用 895，235千円

第2項 営 業 外 費 用 108，766千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 602，251千円

第27号 令和5年度徳島県流域下水道事業会計予算

初校
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第1項 企 業 債 327，000千円

第2項 補 助 金 244，655千円

第3項 負 担 金 30，596千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 602，251千円

第1項 建 設 改 良 費 13，000千円

第2項 企 業 債 償 還 金 562，051千円

第3項 他会計長期借入金償還金 27，200千円

（企業債）

第5条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

流域下水道整備事業 327，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，350，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第7条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議

決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 17，413千円

（他会計からの補助金）

第8条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は，364，045千円である。

初校
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80初校
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徳
島
県
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気
候
変
動
対
策
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気
候
変
動
対
策
推
進
条
例
（
平
成
二
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二

条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
六
項
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
十
八
条
」
を
「
第

二
十
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
（「
第
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）

公
布
の
日

二

第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
（
前
号
に
掲
げ
る
部
分
を
除
く
。）
及
び
第
三
十
二
条
第
六
項
の
改
正
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
部
分
を
除
く
。）

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

三

第
三
十
二
条
第
六
項
の
改
正
規
定
（「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

第
二
十
八
号

徳
島
県
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気
候
変
動
対
策
推
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気
候
変
動
対
策
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
二
十
八
号

徳
島
県
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気
候
変
動
対
策
推
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
校

81

令
和

5年
2月

議
案



提
案
理
由

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
及
び
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

初
校

82

令
和

5年
2月

議
案



徳
島
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
病
院
局
の
職
員
の
項
中
「
一
、
○
八
○
人
」
を
「
一
、
二
四
○
人
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

県
立
病
院
の
医
療
従
事
者
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
病
院
局
の
職
員
の
定
数
を
改
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理

由
で
あ
る
。

第
二
十
九
号

徳
島
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
二
十
九
号

徳
島
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
校
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徳
島
県
職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の
退
職
手
当
基
金
条
例

（
設
置
）

第
一
条

職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
の
期
間
に
お
い
て
職
員
に
支
給
す
べ
き
退
職
手
当
（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
三
号
）
の
規
定
に
よ

る
退
職
手
当
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
充
て
る
た
め
、
徳
島
県
職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の
退
職
手
当
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

（
積
立
額
）

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
と
す
る
。

（
管
理
）

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
こ
の
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

（
繰
替
運
用
）

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
処
分
）

第
六
条

基
金
は
、
退
職
手
当
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
号

徳
島
県
職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の
退
職
手
当
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

徳
島
県
職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の
退
職
手
当
基
金
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
号

徳
島
県
職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の
退
職
手
当
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

再
校

85

令
和

5年
2月

議
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（
委
任
）

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

こ
の
条
例
は
、
令
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

提
案
理
由

職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
の
期
間
に
お
い
て
職
員
に
支
給
す
べ
き
退
職
手
当
に
充
て
る
た
め
、
徳
島
県
職
員
の
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の
退
職
手
当
基
金
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

再
校

86

令
和

5年
2月

議
案



徳
島
県
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

車
両
の
借
入
れ
の
契
約

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

公
用
車
に
つ
い
て
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自
動
車
の
導
入
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
車
両
機
能
を
備
え
た
公
用
車
の
調
達
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
新
た
に
車
両
の
借
入
れ

の
契
約
を
長
期
継
続
契
約
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
三
十
一
号

徳
島
県
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
一
号

徳
島
県
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
校
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児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
及
び
第
十
一
条
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
三
十
二
号

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
二
号

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
校

89

令
和

5年
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議
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徳
島
県
社
会
福
祉
審
議
会
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
社
会
福
祉
審
議
会
設
置
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
七
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
七
十
七
条
第
四
項
各
号
」
を
「
第
七
十
二
条
第
四
項
各
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
三
十
三
号

徳
島
県
社
会
福
祉
審
議
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
社
会
福
祉
審
議
会
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
三
号

徳
島
県
社
会
福
祉
審
議
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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徳
島
県
保
健
福
祉
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
保
健
福
祉
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
十
五
の
二
の
項
中
「
一
万
百
円
」
を
「
九
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
の
実
施
に
要
す
る
費
用
が
減
少
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
事
務
に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
三
十
四
号

徳
島
県
保
健
福
祉
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
保
健
福
祉
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
四
号

徳
島
県
保
健
福
祉
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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徳
島
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
（
平
成
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
規
則
で
定
め
る
県
外
の
大
学
（
以
下
「
県
外
大
学
」
と
い
う
。）（
以
下
こ
れ
ら
を
「
対
象
大
学
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
も
の
」
の
下
に
「（
県
外
大
学
に
在
学
し
て
い
る
者
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
大
学
」
を
「
対
象
大
学
」
に

改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
大
学
」
を
「
対
象
大
学
」
に
改
め
、「
公
的
医
療
機
関
等
」
の
下
に
「（
県
外
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
規
則
で
定
め

る
県
外
の
医
療
機
関
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
大
学
」
を
「
対
象
大
学
」
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
徳
島
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
新
条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
対
象
大
学
に
入
学

す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

提
案
理
由

地
域
に
お
い
て
必
要
な
医
師
の
育
成
及
び
確
保
に
資
す
る
た
め
、
医
師
修
学
資
金
の
貸
与
の
要
件
に
係
る
大
学
の
範
囲
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る

第
三
十
五
号

徳
島
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
五
号

徳
島
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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。
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障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。

第
三
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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徳
島
県
腕
山
放
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
腕
山
放
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
す
る
。

附
則
第
二
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
徳
島
県
畜
産
関
係
使
用
料
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

（
利
用
の
制
限
）

3

第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
放
牧
場
を
利
用
さ
せ
な
い
。

（
利
用
を
制
限
す
る
期
間
に
お
け
る
管
理
）

4

第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い
て
は
、
放
牧
場
の
管
理
は
、
知
事
が
行
う
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

徳
島
県
腕
山
放
牧
場
に
お
け
る
牧
草
量
の
減
少
及
び
害
虫
の
発
生
量
の
増
加
に
鑑
み
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
そ
の
利
用
を
制
限
す
る
等
の
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
三
十
七
号

徳
島
県
腕
山
放
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
腕
山
放
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
七
号

徳
島
県
腕
山
放
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
五
十
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
五
の
二

建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
六
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
に
関
す
る
特

例
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

二
万
七
千
円

別
表
第
一
の
五
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
六
の
二

建
築
基
準
法
第
五
十
三
条
第
五
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
基
づ
く
建

築
物
の
建
蔽
率
に
関
す
る
特
例
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

三
万
三
千
円

別
表
第
一
の
五
十
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
九
の
二

建
築
基
準
法
第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
の
高
さ
に
関
す
る
特
例
の
許
可

の
申
請
に
対
す
る
審
査

十
六
万
円

別
表
第
一
の
六
十
の
項
中
「
第
五
十
五
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
五
十
五
条
第
四
項
各
号
」
に
、「
高
さ
の
」
を
「
高
さ
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十

四
の
項
中
「
の
建
築
物
」
の
下
に
「
の
敷
地
」
を
加
え
、
同
表
の
七
十
五
の
項
中
「
既
存
建
築
物
及
び
当
該
建
築
物
を
前
提
と
し
て
建
築
さ
れ
る
建
築
物
」
を
「
建
築
物
の
敷
地
」
に
、「
既

第
三
十
八
号

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
八
号

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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存
建
築
物
を
」
を
「
そ
の
位
置
及
び
構
造
が
前
提
と
さ
れ
る
現
に
存
す
る
建
築
物
を
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
五
の
二
の
項
中
「
の
建
築
物
」
の
下
に
「
の
敷
地
等
」
を
加
え
、
同
表
の
七

十
五
の
三
の
項
中
「
既
存
建
築
物
及
び
当
該
建
築
物
を
前
提
と
し
て
建
築
さ
れ
る
建
築
物
」
を
「
建
築
物
の
敷
地
等
」
に
、「
既
存
建
築
物
を
」
を
「
そ
の
位
置
及
び
構
造
が
前
提
と
さ
れ

る
現
に
存
す
る
建
築
物
を
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
六
の
項
中
「
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
以
外
の
建
築
物
の
建
築
」
を
「
新
築
又
は
増
築
等
に
係
る
建
築
物
の
位
置
及
び
構
造
」
に
、「
一

敷
地
内
認
定
建
築
物
を
除
く
」
を
「
新
築
又
は
増
築
等
に
係
る
建
築
物
に
限
る
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
六
の
二
の
項
中
「
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
以
外
の
建
築
物
の
建
築
」
を
「
新
築
又

は
増
築
等
に
係
る
建
築
物
の
各
部
分
の
高
さ
又
は
容
積
率
に
関
す
る
特
例
」
に
、「
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
を
除
く
」
を
「
新
築
又
は
増
築
等
に
係
る
建
築
物
に
限
る
」
に
改
め
、
同
表
の

七
十
六
の
三
の
項
中
「
一
敷
地
内
許
可
建
築
物
以
外
の
建
築
物
の
建
築
」
を
「
新
築
又
は
増
築
等
」
に
、「
一
敷
地
内
許
可
建
築
物
を
除
く
」
を
「
新
築
又
は
増
築
等
に
係
る
建
築
物
に
限

る
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
七
の
項
中
「
一
又
は
二
以
上
の
建
築
物
等
の
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
建
築
基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
建
築
物
の
容
積
率
に
関
す
る
特
例
の
認
定
等
の
申
請
に
対
す
る
審
査
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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徳
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
令
第
五
条
第
四
項
の
運
動
施
設
を
徳
島
県
鳴
門
総
合
運
動
公
園
に
設
け
る
場
合
に
関
す
る
当
該
条
例
で
定
め
る
範
囲
は
、
当
該
運
動
施
設
に
限
り
、
徳
島
県
鳴
門
総
合
運
動

公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
十
二
を
限
度
と
し
て
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

別
表
第
三
の
そ
の
二
の
表
陸
上
競
技
場
用
照
明
施
設
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

照
度
特

一
時
間

一
五
、
五
七
○
円

照
度
一

一
時
間

一
○
、
三
八
○
円

陸
上
競
技
場
用
照
明
施
設

照
度
二

一
時
間

五
、
一
八
○
円

照
度
三

一
時
間

三
、
一
一
○
円

照
度
四

一
時
間

二
、
二
○
○
円

別
表
第
三
備
考
第
七
項
中
「
の
「
」
を
「
及
び
陸
上
競
技
場
用
照
明
施
設
の
「
」
に
改
め
る
。

附

則

第
三
十
九
号

徳
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
三
十
九
号

徳
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
の
三
第
二
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定

公
布
の
日

二

前
号
に
掲
げ
る
規
定
以
外
の
規
定

令
和
五
年
四
月
一
日

提
案
理
由

徳
島
県
鳴
門
総
合
運
動
公
園
の
野
球
場
の
改
築
に
当
た
り
、
同
公
園
に
設
け
る
運
動
施
設
の
建
築
面
積
の
総
計
の
同
公
園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
同
公
園
の
陸
上
競
技
場
用
照
明
施
設
の
改
修
に
伴
い
、
使
用
料
の
額
等
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例

目
次第

一
章

設
置
等
（
第
一
条
）

第
二
章

所
掌
事
務
及
び
組
織
（
第
二
条
―
第
九
条
）

第
三
章

調
査
審
議
の
手
続
（
第
十
条
―
第
十
五
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
六
条
・
第
十
七
条
）

附
則

第
一
章

設
置
等

第
一
条

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
機
関
と
し
て
、
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」

と
い
う
。）
を
置
く
。

2

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
諮
問
に
つ
い
て
は
、
審
査
会
に
対
し
て
行
う
も
の
と
し
、
徳
島
県
行
政
不
服
審
査
会
設
置
条
例（
平
成
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
三
号
）の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

第
二
章

所
掌
事
務
及
び
組
織

（
所
掌
事
務
）

第
二
条

審
査
会
は
、
次
に
掲
げ
る
諮
問
に
応
じ
審
査
請
求
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

一

徳
島
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
一
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問

第
四
十
号

徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
四
十
号

徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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二

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。）
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
諮
問

三

徳
島
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
「
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
」
と
い
う
。）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
諮
問

2

審
査
会
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
県
の
機
関
及
び
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十

七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

3

審
査
会
は
、
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
五
号
。
以
下
「
法
施
行
条
例
」
と
い
う
。）
第
九
条
又

は
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
諮
問
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

4

審
査
会
は
、
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
）

第
三
条

審
査
会
は
、
委
員
十
二
人
以
内
で
組
織
す
る
。

（
委
員
）

第
四
条

委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
任
命
す
る
。

2

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

3

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

知
事
は
、委
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
、又
は
委
員
に
職
務
上
の
義
務
違
反
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
委
員
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
長
）

第
五
条

審
査
会
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

2

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。

3

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

第
六
条

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

2

審
査
会
は
、
委
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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3

審
査
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

4

委
員
は
、
自
己
の
利
害
に
関
係
す
る
議
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
臨
時
委
員
）

第
七
条

審
査
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

2

臨
時
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
し
て
十
分
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
任
命
す
る
。

3

臨
時
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
つ
い
て
会
議
を
開
き
、
議
決
を
行
う
場
合
に
は
、
委
員
と
み
な
し
て
前
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

4

臨
時
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

5

第
四
条
第
四
項
の
規
定
は
、
臨
時
委
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
部
会
）

第
八
条

審
査
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

2

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
会
長
が
指
名
す
る
。

3

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
（
臨
時
委
員
を
含
む
。）
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

4

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

5

第
五
条
第
三
項
及
び
第
六
条
の
規
定
は
、
部
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
部
会
長
」
と
、「
委
員
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
部
会
に
属
す
る
委
員
（
臨
時
委
員
を
含
む
。）」
と
、「
審
査
会
」
と
あ
る
の
は
「
部
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

6

審
査
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
査
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
九
条

委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

第
三
章

調
査
審
議
の
手
続

（
定
義
）

第
十
条

こ
の
章
に
お
い
て
「
諮
問
庁
」
と
は
、
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
諮
問
を
行
っ
た
も
の
を
い
う
。

2

こ
の
章
に
お
い
て
「
公
文
書
」
と
は
、
徳
島
県
情
報
公
開
条
例
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
開
決
定
等
に
係
る
同
条
例
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
文
書
を
い
う
。

3

こ
の
章
に
お
い
て
「
保
有
個
人
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

個
人
情
報
保
護
法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
四
号
、
第
九
十
四
条
第
一
項
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に
係
る
個
人
情
報

保
護
法
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報
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二

議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に
係
る
議
会
個

人
情
報
保
護
条
例
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報

（
審
査
会
の
調
査
権
限
）

第
十
一
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
諮
問
庁
に
対
し
、
公
文
書
又
は
保
有
個
人
情
報
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
何
人
も
、
審
査

会
に
対
し
、
そ
の
提
示
さ
れ
た
公
文
書
の
公
開
又
は
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

諮
問
庁
は
、
審
査
会
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

3

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
諮
問
庁
に
対
し
、
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
又
は
保
有
個
人
情
報
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
の
内
容
を
審
査
会
の
指
定
す
る
方
法

に
よ
り
分
類
又
は
整
理
を
し
た
資
料
を
作
成
し
、
審
査
会
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
等
に
よ
る
調
査
手
続
）

第
十
二
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
名
す
る
委
員
及
び
臨
時
委
員
に
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
公
文
書
又
は
保
有
個
人
情
報
を
閲
覧
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
提
出
資
料
の
写
し
の
送
付
等
）

第
十
三
条

審
査
会
は
、
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
料
の
提
出
又
は
行
政
不
服
審
査
法
第
八
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
四
条
（
個
人
情
報
保
護
法
第
百
六

条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）
若
し
く
は
行
政
不
服
審
査
法
第
八
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
主
張
書
面
若

し
く
は
資
料
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
資
料
又
は
主
張
書
面
の
写
し
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
）
を

当
該
資
料
又
は
主
張
書
面
の
写
し
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
（
審
査
請
求
人
、
参
加
人
（
同
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
又
は
諮
問
庁
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
以
外
の
審
査
請
求
人
等
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

2

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
送
付
に
係
る
資
料
又
は
主
張
書
面
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
調
査
審
議
手
続
の
非
公
開
）

第
十
四
条

第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
諮
問
に
応
じ
て
審
査
会
が
行
う
調
査
審
議
の
手
続
は
、
公
開
し
な
い
。

（
答
申
書
の
送
付
等
）

第
十
五
条

審
査
会
は
、
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
た
と
き
は
、
答
申
書
の
写
し
を
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
答
申
の
内
容
を
公
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表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
委
任
）

第
十
六
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
罰
則
）

第
十
七
条

第
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
旧
情
報
公
開
審
査
会
及
び
旧
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
廃
止
並
び
に
審
査
会
の
設
置
に
伴
う
経
過
措
置
）

2

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
の
前
日
に
お
い
て
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
徳
島
県
情
報
公
開
条
例
（
以
下
「
旧
情
報
公
開
条
例
」
と
い
う
。）

第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
徳
島
県
情
報
公
開
審
査
会
（
以
下
「
旧
情
報
公
開
審
査
会
」
と
い
う
。）
又
は
法
施
行
条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
徳
島
県
個
人
情
報

保
護
条
例
（
平
成
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
三
号
。
以
下
「
旧
個
人
情
報
保
護
条
例
」
と
い
う
。）
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
徳
島
県
個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
以
下
「
旧
個
人

情
報
保
護
審
査
会
」
と
い
う
。）
の
委
員
で
あ
る
者
は
、
施
行
日
に
、
審
査
会
の
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

3

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
の
任
命
の
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

4

附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
委
員
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
委
員
及
び
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
任
命
さ
れ
る

委
員
の
任
期
は
、
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
日
ま
で
と
す
る
。

5

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
情
報
公
開
条
例
の
規
定
に
よ
り
旧
情
報
公
開
審
査
会
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
諮
問
そ
の
他
の
行
為
は
、
審
査
会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

6

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
旧
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
諮
問
そ
の
他
の
行
為
は
、
審
査
会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と

み
な
し
、
こ
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
。

7

法
施
行
条
例
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
個
人
情
報
保
護
条
例
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
諮
問
は
、
審
査
会
に
対
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
諮
問
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
と
み
な
し
、
こ
の
条

例
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
徳
島
県
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
）

8

徳
島
県
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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目
次
中
「
審
査
請
求
等
」
の
下
に
「（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
四
条
）」
を
加
え
、「
第
一
節

諮
問
等
（
第
二
十
条
の
二
―
第
二
十
二
条
）」
及
び
「
第
二
節

徳
島
県
情
報
公
開
審
査

会
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
八
条
）」
を
削
り
、「
第
二
十
九
条
―
第
三
十
一
条
の
二
」
を
「
第
二
十
五
条
―
第
二
十
八
条
」
に
、「
第
三
十
二
条
―
第
三
十
七
条
」
を
「
第
二
十
九
条
―

第
三
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
三
章
中
第
一
節
の
節
名
及
び
第
二
節
を
削
り
、
第
二
十
二
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
徳
島
県
情
報
公
開
審
査
会
」
を
「
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
二
十
条
の
三
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
三
章
中
第
二
十
条
の
二
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
四
章
中
第
二
十
九
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
三
十
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
三
十
一
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
三
十
一
条
の
二
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
五
章
中
第
三
十
二
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
七
条
を
削
る
。

（
徳
島
県
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

9

旧
情
報
公
開
条
例
第
二
十
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
施
行
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10

附
則
第
八
項
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

11

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
（
平
成
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
徳
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
（
令
和
五
年

徳
島
県
条
例
第

号
）
第
一
条
第
一
項
」
に
、「
徳
島
県
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
を
「
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
に
改
め
る
。

（
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

12

議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
機
関
」
を
「
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
第
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
に
改
め
る
。

提
案
理
由

徳
島
県
情
報
公
開
審
査
会
及
び
徳
島
県
個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
統
合
し
、
新
た
に
、
諮
問
に
応
じ
、
情
報
公
開
決
定
、
個
人
情
報
開
示
決
定
等
に
関
す
る
審
査
請
求
等
に
つ
い
て
調
査

審
議
す
る
た
め
、
知
事
の
附
属
機
関
と
し
て
、
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

公
文
書
の
管
理

第
一
節

文
書
の
作
成
（
第
四
条
）

第
二
節

公
文
書
の
整
理
等
（
第
五
条
―
第
十
一
条
）

第
三
章

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
等
（
第
十
二
条
―
第
二
十
九
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
三
十
条
―
第
三
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、県
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
等
の
諸
活
動
及
び
歴
史
的
事
実
の
記
録
で
あ
る
公
文
書
等
が
、健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
県
民
共
有
の
知
的
資
源
と
し
て
、

県
民
が
主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
、
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な

保
存
及
び
利
用
等
を
図
り
、
も
っ
て
県
政
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
県
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
等
の
諸
活
動
に
つ
い
て
現
在
及
び
将
来
の
県
民
に

説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
四
十
一
号

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
四
十
一
号

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
実
施
機
関
」
と
は
、
知
事
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
安
委
員
会
、
警
察
本
部
長
、
労
働
委
員
会
、
収

用
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
、
公
営
企
業
管
理
者
及
び
病
院
事
業
管
理
者
並
び
に
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人（
地
方
独
立
行
政
法
人
法（
平

成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
並
び
に
徳
島
県
住
宅
供
給
公
社
及
び
徳
島
県
土
地
開
発
公
社
（
以
下
「
公
社
」

と
い
う
。）
を
い
う
。

2

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
公
文
書
」
と
は
、
実
施
機
関
の
職
員
（
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
公
社
に
あ
っ
て
は
、
役
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
が
職
務
上
作
成
し
、
又

は
取
得
し
た
文
書
（
図
画
、
写
真
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ

た
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
含
む
。
第
二
十
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）
で
あ
っ
て
、
当
該
実
施
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
当
該
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い

る
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

一

官
報
、
公
報
、
白
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
そ
の
他
不
特
定
多
数
の
者
に
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の

二

特
定
歴
史
公
文
書
等

三

図
書
館
、
博
物
館
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
、
当
該
施
設
の
設
置
目
的
に
応
じ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

3

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、
歴
史
的
文
化
的
価
値
を
有
す
る
資
料
で
あ
る
公
文
書
そ
の
他
の
文
書
を
い
う
。

4

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、
歴
史
公
文
書
等
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

第
八
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
徳
島
県
立
文
書
館
（
以
下
「
文
書
館
」
と
い
う
。）
に
移
管
さ
れ
た
も
の

二

第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の

三

法
人
そ
の
他
の
団
体
（
県
、
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
公
社
を
除
く
。
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）
又
は
個
人
か
ら
文
書
館
に
寄
贈
、
寄
託
等
が

さ
れ
た
も
の

5

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
公
文
書
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

公
文
書

二

特
定
歴
史
公
文
書
等

（
法
令
又
は
他
の
条
例
と
の
関
係
）

第
三
条

公
文
書
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
法
令
又
は
他
の
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
章

公
文
書
の
管
理

第
一
節

文
書
の
作
成

第
四
条

実
施
機
関
の
職
員
は
、
第
一
条
の
目
的
の
達
成
に
資
す
る
た
め
、
当
該
実
施
機
関
に
お
け
る
経
緯
も
含
め
た
意
思
決
定
に
至
る
過
程
並
び
に
当
該
実
施
機
関
の
事
務
及
び
事
業
の
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実
績
を
合
理
的
に
跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
処
理
に
係
る
事
案
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

公
文
書
の
整
理
等

（
整
理
）

第
五
条

実
施
機
関
の
職
員
が
公
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
と
き
は
、
当
該
実
施
機
関
は
、
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
文
書
管
理
規
程
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
に
お
い

て
「
公
文
書
管
理
規
程
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
公
文
書
に
つ
い
て
分
類
し
、
名
称
を
付
す
る
と
と
も
に
、
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

実
施
機
関
は
、
能
率
的
な
事
務
又
は
事
業
の
処
理
及
び
公
文
書
の
適
切
な
保
存
に
資
す
る
よ
う
、
単
独
で
管
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
公
文
書
を
除
き
、
適
時
に
、
相
互

に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
公
文
書
（
保
存
期
間
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
を
一
の
集
合
物
（
以
下
「
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
。）
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

3

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
実
施
機
関
は
、
公
文
書
管
理
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
分
類
し
、
名
称
を
付
す
る
と
と
も
に
、
保
存
期
間
及
び
保

存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

実
施
機
関
は
、第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
し
た
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
、公
文
書
管
理
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
及
び
単
独
で
管
理
し
て
い
る
公
文
書
（
以
下
「
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
延
長
後
の
保
存
期
間
。
以
下
同
じ
。）
の
満
了
前
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
と
し
て
、
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
文
書
館
へ
の
移
管
の
措
置
を
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
廃
棄
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
存
）

第
六
条

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
、
そ
の
内
容
、
時
の
経
過
、
利
用
の
状
況
等
に
応
じ
、
適
切

な
保
存
及
び
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
所
に
お
い
て
、
適
切
な
記
録
媒
体
に
よ
り
、
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
実
施
機
関
は
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
集
中
管
理
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
）

第
七
条

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
、
公
文
書
管
理
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
分
類
、
名
称
、
保
存
期
間
、
保
存
期

間
の
満
了
す
る
日
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
、
保
存
場
所
そ
の
他
の
必
要
な
事
項（
徳
島
県
情
報
公
開
条
例（
平
成
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
一
号
。
以
下「
情
報
公
開
条
例
」

と
い
う
。）
第
八
条
に
規
定
す
る
非
公
開
情
報
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
を
帳
簿
（
以
下
「
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
」
と
い
う
。）
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公

文
書
管
理
規
程
で
定
め
る
期
間
未
満
の
保
存
期
間
が
設
定
さ
れ
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
実
施
機
関
の
事
務
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
電
子
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情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
移
管
又
は
廃
棄
）

第
八
条

実
施
機
関
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
に
基
づ
き
、
文
書
館
に
移
管
し
、
又
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

実
施
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
知
事
に
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
が
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
保
有
す
る
実
施
機
関
に
対
し
、
当

該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
文
書
館
に
移
管
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
実
施
機
関
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル

等
を
文
書
館
に
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

実
施
機
関
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
館
に
移
管
す
る
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
文
書
館

に
お
い
て
利
用
の
制
限
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
意
見
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
状
況
の
報
告
等
）

第
九
条

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
記
載
状
況
そ
の
他
の
公
文
書
の
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

知
事
は
、
毎
年
度
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
）

第
十
条

実
施
機
関
は
、
公
文
書
の
管
理
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
（
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
処
理
を
行
う
情
報
シ
ス
テ
ム
を
い

う
。）
の
利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
文
書
管
理
規
程
）

第
十
一
条

実
施
機
関
は
、
公
文
書
の
管
理
が
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
定
め
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
公
文
書
管
理
規
程
」
と
い
う
。）
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

公
文
書
管
理
規
程
に
は
、
公
文
書
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

作
成
に
関
す
る
事
項

二

整
理
に
関
す
る
事
項

三

保
存
に
関
す
る
事
項

四

公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
関
す
る
事
項
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五

移
管
又
は
廃
棄
に
関
す
る
事
項

六

管
理
状
況
の
報
告
に
関
す
る
事
項

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

3

実
施
機
関
は
、
公
文
書
管
理
規
程
を
設
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

第
三
章

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
等

（
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
等
）

第
十
二
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る
に
至
る
場
合
を
除
き
、
文
書
館
に
お
い
て
永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
、
保
存
状
態
、
時
の
経
過
、
利
用
の
状
況
等
に
応
じ
、
適
切
な
保
存
及
び
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
所
に
お
い
て
、

適
切
な
記
録
媒
体
に
よ
り
、
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
個
人
情
報
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
個
人
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

知
事
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
分
類
、
名
称
、
移
管
又
は
寄
贈
、
寄
託
等
を
し
た
も
の
の
名
称
又
は
氏
名
、
移
管
又
は
寄
贈
、
寄
託
等
を
受
け
た

時
期
、
保
存
場
所
そ
の
他
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
を
行
い
、
及
び
適
切
な
利
用
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
目
録
を
作
成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
請
求
及
び
そ
の
取
扱
い
）

第
十
三
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
前
条
第
四
項
の
目
録
の
記
載
に
従
い
利
用
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
第
八
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
次
に
掲
げ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て

い
る
場
合

イ

情
報
公
開
条
例
第
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
情
報

ロ

情
報
公
開
条
例
第
八
条
第
二
号
、
第
四
号
イ
若
し
く
は
ホ
、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
情
報

ハ

公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
又
は
捜
査
、
公
訴
の
維
持
、
刑
の
執
行
そ
の
他
の
公
共
の
安
全
及
び
秩
序
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
当
該
特
定

歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
実
施
機
関
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報

二

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
利
用
の
制
限
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る

旨
の
意
見
を
付
さ
れ
て
い
る
場
合
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三

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
一
定
の
期
間
公
に
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
法
人
そ
の
他
の
団
体
又
は
個
人
か
ら
文
書
館
に
寄
贈
、
寄
託
等
が
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
当
該
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
場
合

四

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
原
本
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
原
本
の
破
損
若
し
く
は
汚
損
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
文
書
館
に
お
い
て
当
該
原
本
が
現
に
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合

2

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
利
用
の
請
求
（
以
下
「
利
用
請
求
」
と
い
う
。）
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
公
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
、
又
は
取
得
さ
れ
て
か
ら
の
時
の
経
過
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意

見
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
参
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

知
事
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報
又
は
同
項
第
二
号
の
制
限
若
し
く
は
同
項
第
三
号
の
条
件
に

係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
を
容
易
に
区
分
し
て
除
く
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
利
用
請
求
を
し
た
も
の
（
以
下
「
利
用
請
求
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
当
該
部
分
を
除
い
た

部
分
を
利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
に
有
意
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
本
人
情
報
の
取
扱
い
）

第
十
四
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
イ
に
掲
げ
る
情
報
に
よ
り
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
本
人
」
と
い
う
。）
か
ら
、

当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
利
用
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
の
提
示
又
は
提
出

が
あ
っ
た
と
き
は
、
本
人
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
き
本
人
に
関
す
る
同
号

イ
に
掲
げ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
請
求
の
方
法
）

第
十
五
条

利
用
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
請
求
書
」
と
い
う
。）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

第
十
二
条
第
四
項
の
目
録
に
記
載
さ
れ
た
当
該
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
名
称

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

2

知
事
は
、
請
求
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知

事
は
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
当
該
補
正
の
参
考
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
請
求
に
対
す
る
決
定
等
）

第
十
六
条

知
事
は
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
又
は
一
部
を
利
用
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
特
定
歴
史
公
文
書

等
の
利
用
に
関
し
規
則
で
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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2

知
事
は
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
利
用
決
定
等
の
期
限
）

第
十
七
条

前
条
各
項
の
決
定
（
以
下
「
利
用
決
定
等
」
と
い
う
。）
は
、
請
求
書
が
提
出
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
補
正
を
求
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
補
正
に
要
し
た
日
数
は
、
当
該
期
間
に
算
入
し
な
い
。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を
三
十
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
決
定
等
の
期
限
の
特
例
）

第
十
八
条

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
著
し
く
大
量
で
あ
る
た
め
、
請
求
書
が
提
出
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
そ
の
全
て
に
つ
い
て
利
用
決
定
等
を
す
る
こ

と
に
よ
り
事
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
う
ち
の
相
当
の
部
分

に
つ
き
当
該
期
間
内
に
利
用
決
定
等
を
し
、
残
り
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
は
、
相
当
の
期
間
内
に
利
用
決
定
等
を
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
、
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

こ
の
条
を
適
用
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

二

残
り
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
利
用
決
定
等
を
す
る
期
限

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
十
九
条

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
県
、
国
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
、

他
の
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
、
公
社
及
び
利
用
請
求
者
以
外
の
も
の
（
以
下
「
第
三
者
」
と
い
う
。）
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
知
事
は
、
利
用

決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
名
称
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機

会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

知
事
は
、
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
が
情
報
公
開
条
例
第
八
条
第
一
号
ロ
又
は
第
二

号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
六
条
第
一
項
の
決
定
（
以
下
「
利
用
決
定
」
と
い
う
。）
に
先
立
ち
、
当
該
第
三
者
に
対
し
、
利
用
請
求
に
係
る

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
名
称
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
第
三
者
の
所
在
が
判
明

し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

3

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
で
あ
っ
て
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
付
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
利
用
決
定
を
す
る

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
実
施
機
関
に
対
し
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
名
称
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
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知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見

書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
利
用
決
定
を
す
る
と
き
は
、
利
用
決
定
の
日
と
利
用
さ
せ
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

知
事
は
、
利
用
決
定
後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
利
用
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の

理
由
並
び
に
利
用
さ
せ
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
の
方
法
）

第
二
十
条

知
事
が
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
さ
せ
る
場
合
に
は
、
文
書
、
図
画
、
写
真
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
は
閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
の
方
法
に
よ
り
、
電
磁
的
記
録

に
つ
い
て
は
そ
の
種
別
、
情
報
化
の
進
展
状
況
等
を
勘
案
し
て
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
閲
覧
の
方
法
に
よ
り
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
写
し
を
閲
覧
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
を

利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
費
用
負
担
）

第
二
十
一
条

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
前
条
た
だ
し
書
の
写
し
を
含
む
。）
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
も
の
は
、
当
該
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）

第
二
十
二
条

利
用
決
定
等
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
本
文
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
に
係
る
諮
問
）

第
二
十
三
条

利
用
決
定
等
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
徳
島
県
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
つ
い
て
反

対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
は
、
審
査
請
求
書
、
弁
明
書
そ
の
他
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
も
の
の
写
し
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続
）
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第
二
十
四
条

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

利
用
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
す
る
裁
決

二

審
査
請
求
に
係
る
利
用
決
定
等
（
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
除
く
。）
を
変
更
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等

を
利
用
さ
せ
る
旨
の
裁
決
（
第
三
者
で
あ
る
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。）
が
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
反

対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

（
利
用
の
促
進
）

第
二
十
五
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）
に
つ
い
て
、
展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
極
的
に
一
般
の
利

用
に
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
移
管
元
実
施
機
関
に
よ
る
利
用
の
特
例
）

第
二
十
六
条

特
定
歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
実
施
機
関
が
知
事
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
所
掌
事
務
又
は
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に

つ
い
て
利
用
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
廃
棄
）

第
二
十
七
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
が
歴
史
的
文
化
的
価
値
を
有
す
る
資
料
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
保
存
及
び
利
用
の
状
況
の
公
表
）

第
二
十
八
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
二
十
九
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

第
四
章

雑
則

（
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
等
の
取
扱
い
）

第
三
十
条

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
訴
訟
に
関
す
る
書
類
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

2

実
施
機
関
は
、
当
該
実
施
機
関
が
管
理
す
る
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
の
う
ち
、
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

3

実
施
機
関
は
、前
項
に
規
定
す
る
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
、文
書
館
に
お
い
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、知
事
と
協
議
し
、
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当
該
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
を
文
書
館
に
移
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

実
施
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
館
に
移
管
す
る
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
、
文
書
館
に
お
い
て
利
用
の
制
限
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、

そ
の
旨
の
意
見
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

刑
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
押
収
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
出
資
法
人
の
文
書
管
理
）

第
三
十
一
条

県
が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
出
資
し
て
い
る
法
人
（
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
公
社
を
除
く
。）
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
法
人

は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
の
保
有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
を
行
う
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
管
理
者
の
文
書
管
理
）

第
三
十
二
条

県
が
設
置
す
る
公
の
施
設
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
の
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
管
理
す
る

指
定
管
理
者
（
同
法
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
の
保
有
す
る
当
該
公
の
施
設
の
管
理

に
関
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
を
行
う
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

実
施
機
関
は
、
指
定
管
理
者
に
県
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
指
定
管
理
者
と
の
間
で
締
結
す
る
協
定
に
お
い
て
、
前
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
が

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
研
修
）

第
三
十
三
条

実
施
機
関
は
、
当
該
実
施
機
関
の
職
員
に
対
し
、
公
文
書
等
の
管
理
を
適
正
か
つ
効
果
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
、
及
び
向
上
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
研
修
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
三
十
四
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
（
以
下
「
公
布
日
」
と
い
う
。）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2

第
二
章
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
文
書
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

3

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
文
書
館
に
お
い
て
保
存
す
る
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）
及
び
同
日
以
前
に
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
公
文
書
で
あ
っ
て
、
そ

の
保
存
期
間
が
満
了
し
、
実
施
機
関
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
歴
史
的
文
化
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
施
行
日
以
後
に
文
書
館
に
引
き
渡
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
定
歴
史
公
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文
書
等
と
み
な
す
。

4

実
施
機
関
は
、
公
布
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
県
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に
実
施
機
関
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し
て
い
る
指
定
管
理
者
に
対
し
、
公
布
日
以

後
速
や
か
に
、
当
該
指
定
管
理
者
が
施
行
日
か
ら
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
に
つ
い
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

実
施
機
関
は
、
県
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に
公
布
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
実
施
機
関
と
の
間
で
協
定
を
締
結
す
る
指
定
管
理
者
に
対
し
、
第
三

十
二
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
当
該
協
定
に
お
い
て
、
当
該
指
定
管
理
者
が
施
行
日
（
当
該
管
理
を
開
始
す
る
日
が
施
行
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
始
す
る
日
）

か
ら
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
の
一
部
改
正
）

6

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
（
平
成
二
年
徳
島
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
徳
島
県
立
文
書
館
（
以
下
「
文
書
館
」
と
い
う
。）
の
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
以
下
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
い

う
。）
を
収
集
し
、
保
存
し
、
及
び
県
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
。

第
二
条
の
表
徳
島
県
立
文
書
館
（
以
下
「
文
書
館
」
と
い
う
。）
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
文
書
館
資
料
」
を
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
に
改
め
る
。

（
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
）

7

情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
も
の
」
の
下
に
「（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等

第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
を
削
り
、
第
五
章
中
第
三
十
一
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
第
三
十
二
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
三
十
三
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

（
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

8

前
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
情
報
公
開
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
な
さ
れ
た
情
報
公
開
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
開
請
求
（
以
下
「
公
開
請
求
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
な
さ
れ
た
公
開
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
）

9

徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問

第
二
条
第
四
項
中
「
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
」
を
「
、
個
人
情
報
保
護
制
度
及
び
公
文
書
等
管
理
制
度
」
に
改
め
る
。

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4

こ
の
章
に
お
い
て
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、
徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
決
定
等
に
係
る
同
条
例
第
二
条
第
四
項
に
規
定

す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
公
文
書
又
は
保
有
個
人
情
報
」
を
「
公
文
書
、
保
有
個
人
情
報
又
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
に
、「
の
開
示
」
を
「
若
し
く
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
開
示
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
公
文
書
」
の
下
に
「
若
し
く
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
中
「
又
は
保
有
個
人
情
報
」
を
「
、
保
有
個
人
情
報
又
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
に
改
め
る
。

提
案
理
由

県
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
等
の
諸
活
動
及
び
歴
史
的
事
実
の
記
録
で
あ
る
公
文
書
等
が
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
県
民
共
有
の
知
的
資
源
と
し
て
、
県
民
が
主
体
的
に
利

用
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
、
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
等
を
図

り
、
も
っ
て
県
政
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
県
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
等
の
諸
活
動
に
つ
い
て
現
在
及
び
将
来
の
県
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

再
校

122

令
和

5年
2月

議
案



徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
（
平
成
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
県
立
学
校
の
職
員
の
項
中
「
二
、
六
〇
七
人
」
を
「
二
、
五
五
一
人
」
に
改
め
、
同
表
県
費
負
担
教
職
員
の
項
中
「
四
、
七
六
〇
人
」
を
「
四
、
七
四
五
人
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

県
立
学
校
並
び
に
市
町
村
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
数
の
変
動
そ
の
他
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
等
に
鑑
み
、
学
校
職
員
の
定
数
の
適
正
な
管
理
を
図
る

た
め
、
県
立
学
校
の
職
員
及
び
県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
四
十
二
号

徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
四
十
二
号

徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
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◯124初校

令和5年2月議案



徳
島
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
立
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
そ
の
二
の
表
中
「
徳
島
県
立
城
ノ
内
高
等
学
校

徳
島
市
北
田
宮
一
丁
目

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
等
教
育
学
校
へ
の
移
行
を
完
了
さ
せ
る
た
め
、
徳
島
県
立
城
ノ
内
高
等
学
校
を
廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
四
十
三
号

徳
島
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
四
十
三
号

徳
島
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
校
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◯126初校

令和5年2月議案



徳
島
県
警
察
本
部
の
内
部
組
織
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
警
察
本
部
の
内
部
組
織
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
四

サ
イ
バ
ー
事
案
（
警
察
法
第
五
条
第
四
項
第
六
号
ハ
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
事
案
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
係
る
犯
罪
の
捜
査
そ
の
他
の
サ
イ
バ
ー
事
案
に
対
処
す
る
た
め

の
警
察
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

深
刻
化
す
る
情
報
技
術
を
利
用
し
た
犯
罪
等
に
的
確
に
対
処
し
、
警
察
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
組
織
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
警
務
部
の
所
掌
事
務
に
サ
イ
バ
ー
事

案
に
対
処
す
る
た
め
の
警
察
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
四
十
四
号

徳
島
県
警
察
本
部
の
内
部
組
織
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
警
察
本
部
の
内
部
組
織
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
四
十
四
号

徳
島
県
警
察
本
部
の
内
部
組
織
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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◯128初校

令和5年2月議案



徳
島
県
地
方
警
察
職
員
定
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
地
方
警
察
職
員
定
員
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中

「

七
五
人

一
五
二
人

四
二
九
人

四
四
三
人

四
五
六
人

一
、
五
五
五
人
」

を
「

七
六
人

一
五
四
人

四
三
六
人

四
五
一
人

四
六
三
人

一
、
五
八
〇
人
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

深
刻
化
す
る
情
報
技
術
を
利
用
し
た
犯
罪
等
に
対
処
す
る
等
の
た
め
の
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
定
年
引
上
げ
を
踏
ま
え
、
安
定
し
た
警
察
運
営
を
保
持
す
る
た
め
、
本
県

警
察
官
の
定
員
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
四
十
五
号

徳
島
県
地
方
警
察
職
員
定
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
地
方
警
察
職
員
定
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
四
十
五
号

徳
島
県
地
方
警
察
職
員
定
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
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◯130初校

令和5年2月議案



徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
五
十
三
の
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
三
の
七

道
路
交
通
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
自
動
運
行
の
許
可
の
申
請
に
対
す

る
審
査

五
十
三
の
八

道
路
交
通
法
第
七
十
五
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
自
動
運
行
計
画
の
変
更
の
許
可
の

申
請
に
対
す
る
審
査

七
万
九
千
二
百
円

七
万
八
千
五
百
円

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

道
路
交
通
法
及
び
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
特
定
自
動
運
行
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査
等
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
四
十
六
号

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
九
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
四
十
六
号

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

初
校
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◯132初校

令和5年2月議案



提案理由

令和4年度港湾建設事業費に対する受益市負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

事 業 の 名 称 負 担 市 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

港 湾 建 設 事 業 徳 島 市 港湾環境整備事業 60，000，000 9，000，000 15

事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

第47号

令和4年度港湾建設事業費に対する受益市負担金の追加について

令和4年10月7日議決を経た港湾建設事業費に対する受益市負担金について次のとおり追加する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

円 円 ％

第47号 令和4年度港湾建設事業費に対する受益市負担金の追加について

再校
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◯134再校

令和5年2月議案



請負契約書中「5 契約金額 1，380，170，000円」を「5 契約金額 1，402，830，000円」に改める。

提案理由

工事の請負契約の契約金額の変更に伴い，議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第2条の規定により議決を経る必要がある。これ

が，この案件を提出する理由である。

第48号

徳島東環状線街路工事末広住吉高架橋上部工の請負契約の変更請負契約について

令和3年12月16日議決を経た徳島東環状線街路工事末広住吉高架橋上部工の請負契約の変更請負契約を次のとお
り締結する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第48号 徳島東環状線街路工事末広住吉高架橋上部工の請負契約の変更請負契約について

再校
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◯136再校

令和5年2月議案



提案理由

地方独立行政法人法第26条第1項の規定により，地方独立行政法人徳島県鳴門病院第3期中期計画の一部を変更することについて認可するに当たり，同法第

83条第3項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第49号

地方独立行政法人徳島県鳴門病院第 3期中期計画の変更に関する認可について

地方独立行政法人徳島県鳴門病院第 3期中期計画の一部を別冊のとおり変更することについて認可する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第49号 地方独立行政法人徳島県鳴門病院第3期中期計画の変更に関する認可について

再校
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◯138再校

令和5年2月議案



第50号

権 利 の 放 棄 に つ い て

次のとおり権利を放棄する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

相 手 方
権 利 の 内 容 放 棄 の 理 由

住 所 氏 名

                                                                                                    徳島県営住宅の家賃603，000円に係る債権 回 収 不 能 の た め

                                                                                                　徳島県営住宅の家賃321，200円に係る債権 同 上

                                                                                                    徳島県営住宅の家賃173，280円に係る債権 同 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  徳島県営住宅の家賃649，700円に係る債権 同 上

                                                                                               徳島県営住宅の家賃521，880円に係る債権 同 上

                                                                                                  徳島県営住宅の家賃271，500円に係る債権 同 上

                                                                                               徳島県営住宅の家賃646，900円に係る債権 同 上

第50号 権利の放棄について

三校
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提案理由

権利の放棄について，地方自治法第96条第1項第10号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

再校
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提案理由

権利の放棄について，地方自治法第96条第1項第10号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第51号

権 利 の 放 棄 に つ い て

次のとおり権利を放棄する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

相 手 方
権 利 の 内 容 放 棄 の 理 由

住 所 氏 名

                                                                                               交通安全施設の損害金682，500円に係る債権 回 収 不 能 の た め

第51号 権利の放棄について

三校
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◯142再校

令和5年2月議案



第52号

権 利 の 放 棄 に つ い て

次のとおり権利を放棄する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

相 手 方
権 利 の 内 容 放 棄 の 理 由

住 所 氏 名

  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用6，630円に係
る債権 回 収 不 能 の た め

                                                                                     
             徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用500円に係る

債権 同 上

    
                                                                                 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用5，140円に係

る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用29，040円に係
る債権 同 上

　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用12，710円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用65，571円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用44，030円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用6，830円に係
る債権 同 上

　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用3，920円に係
る債権 同 上

第52号 権利の放棄について
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用2，210円に係
る債権 同 上

　　　　　　　　　　　　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用1，270円に係
る債権 同 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用220円に係る
債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用1，240円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用960円に係る
債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用646，870円に
係る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用3，650円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用220円に係る
債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用17，570円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用6，810円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　　　　徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用480円に係る

債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用8，490円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用36，920円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用57，100円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用13，910円に係
る債権 同 上

　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用31，150円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用61，640円に係
る債権 同 上
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用1，040円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用34，250円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用52，580円に係
る債権 同 上

　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用120，660円に
係る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用32，190円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用18，640円に係
る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用10，660円に係
る債権 同 上

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用147，640円に
係る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用24，310円に係
る債権 同 上

                         
   徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用55，820円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用4，050円に係
る債権 同 上

      
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用4，070円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用10，760円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用8，830円に係
る債権 同 上

                     
      徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用16，270円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用160円に係る
債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用58，010円に係
る債権 同 上
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用960円に係る
債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用860円に係る
債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用12，730円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用4，590円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用82，460円に係
る債権 同 上

 
                         徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用750円に係る

債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用3，560円に係
る債権 同 上

                      
　徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用5，400円に係
る債権 同 上

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用14，270円に係
る債権 同 上

                 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用10，470円に係
る債権 同 上

        
   徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用6，860円に係
る債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用25，510円に係
る債権 同 上

                      
    徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用6，510円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用8，110円に係
る債権 同 上

                      
    徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用56，930円に係
る債権 同 上

                     
 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用49，890円に係
る債権 同 上

                      
    徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用61，820円に係
る債権 同 上
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                                                                                                 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用21，700円に係

る債権 同 上

                        
   徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用9，590円に係
る債権 同 上

 
                                                                                            徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用107，000円に

係る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用180円に係る
債権 同 上

                        
                                                                                    徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用2，500円に係

る債権 同 上

                        
  徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用14，550円に係
る債権 同 上

                                                                                                  
 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用124，032円に
係る債権 同 上

                                                                                                 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用440円に係る
債権 同 上

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用13，770円に係
る債権 同 上

    　                                                                                   
         徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用8，980円に係

る債権 同 上

　　 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用7，860円に係
る債権 同 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用1，800円に係
る債権 同 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用32，070円に係
る債権 同 上

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用531，380円に
係る債権 同 上

                                                                                                
  徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用121，891円に
係る債権 同 上

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用120，350円に

係る債権 同 上

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用2，150円に係
る債権 同 上
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用30，780円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用116，438円に
係る債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用11，690円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用3，240円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用36，790円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用110，564円に
係る債権 同 上

                                                                                              
    徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用700円に係る
債権 同 上

                                                                                                
  徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用20，050円に係
る債権 同 上

                       
   徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用770円に係る
債権 同 上

                       
   徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用7，000円に係
る債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用142，561円に
係る債権 同 上

                        
  徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用440円に係る
債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用3，600円に係
る債権 同 上

                      
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用70円に係る債
権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用52，070円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用105，806円に
係る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用1，610円に係
る債権 同 上
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用22，130円に係
る債権 同 上

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用500円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用14，690円に係
る債権 同 上

                      
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用154，883円に
係る債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用260円に係る
債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用270円に係る
債権 同 上

　　　　　　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用180円に係る
債権 同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用104円に係る
債権 同 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用1，180円に係
る債権 同 上

      
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用610円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用2，480円に係
る債権 同 上

                       
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用600円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用270円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用480円に係る
債権 同 上
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用3，300円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用270円に係る
債権 同 上

                      
 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用270円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用2，300円に係
る債権 同 上

    
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用230円に係る
債権 同 上

    
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

                       
 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

    
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用80円に係る債
権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用370円に係る
債権 同 上

 
                                                                                            徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用410円に係る

債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用133円に係る
債権 同 上

                      
 徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用5，500円に係
る債権 同 上

  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用67，996円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用160円に係る
債権 同 上
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用10，060円に係
る債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用410円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用105，560円に
係る債権 同 上

                       
   徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用4，430円に係
る債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用310円に係る
債権 同 上

 
                                                                                            徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用122，760円に

係る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用900円に係る
債権 同 上

   
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用480円に係る
債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用3，600円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用120円に係る
債権 同 上

  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用300円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用70円に係る債
権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用536，440円に
係る債権 同 上

  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用13，760円に係
る債権 同 上

                      
     徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用2，130円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用19，240円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用118，817円に
係る債権 同 上
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徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用6，060円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用250円に係る
債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用110円に係る
債権 同 上

  
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用12，000円に係
る債権 同 上

                      
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用212，740円に
係る債権 同 上

                      
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用25，210円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用35，990円に係
る債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用17，400円に係
る債権 同 上

 
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用16，960円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用17，530円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用321，044円に
係る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用203，810円に
係る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用39，500円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用83，000円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用54，849円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用59，260円に係
る債権 同 上

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用156，709円に
係る債権 同 上
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提案理由

権利の放棄について，地方自治法第96条第1項第10号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

                        
徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用102，570円に
係る債権 同 上

 
  
 

徳島県病院事業の診療及び検査等に関する費用88，000円に係
る債権 同 上
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令和5年2月議案



提案理由

民法第695条の規定による和解について，地方自治法第96条第1項第12号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第53号

電力需給契約の解除に伴う民法上の和解について

民法第695条の規定により，次のとおり和解する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 和 解 の 要 旨

広島県広島市西区楠木町一丁目15番24号
株式会社 ウエスト電力

�1 相手方は，徳島県に対し，和解金として金48，876，264円を支払う。
�2 本電力需給契約に関する一切の損害賠償請求権を放棄する。

第53号 電力需給契約の解除に伴う民法上の和解について
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1 施 設 の 名 称 徳島県立東部防災館

2 指 定 管 理 者 徳島市万代町五丁目71番地の4，2Ｆ

ジオグラフィックデザイン・シンコースポーツ四国共同事業体

3 指 定 の 期 間 令和5年4月1日から令和15年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第54号

徳島県立東部防災館の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第54号 徳島県立東部防災館の指定管理者の指定について
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1 契 約 の 目 的 当該契約に基づく監査及び監査の結果に関する報告

2 契 約 の 始 期 令和5年4月1日

3 契 約 金 額 12，571，429円を上限とする額

4 費 用 の 支 払 方 法 契約の定めるところによる。

5 契 約 の 相 手 方 香川県高松市川部町1766番地17

梶 野 正 寛（弁護士）

提案理由

包括外部監査契約について，地方自治法第252条の36第1項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第55号

包括外部監査契約について

地方自治法第252条の36第1項の規定により，次のとおり包括外部監査契約を締結する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第55号 包括外部監査契約について
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提案理由

県道の認定について，道路法第7条第2項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

認 定 路 線 名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 備 考

阿南美波線 阿南市福井町 海部郡美波町

第56号

県 道 の 認 定 に つ い て

道路法第7条第1項の規定により，次の道路を県道に認定する。

令 和 5 年 2 月 9 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第56号 県道の認定について
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損害賠償の額の決定及び和解について

交通事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

板野郡上板町在住 1名 12，000 令和4年10月4日 板野郡上板町地内 令和5年1月31日

三好市所在 1法人 120，736 令和4年11月16日 阿波市地内 令和5年1月31日

吉野川市ほか在住 3名
同 所在 1法人 1，714，583 令和4年4月2日 吉野川市地内 令和5年2月1日

徳島市所在 1法人 269，108 令和4年9月5日 徳島市地内 令和5年2月1日

報告第1号

損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

令 和 5 年 2 月 9 日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

円

報告第1号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について
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損害賠償の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

海部郡海陽町在住 1名 348，281 令和3年4月1日 海部郡海陽町地内
（県道久尾宍喰浦線） 令和5年1月30日

阿波市在住 1名 90，000 令和4年7月3日 阿波市地内
（国道318号） 令和5年1月30日

美馬郡つるぎ町在住 1名 638，000 令和4年9月19日 美馬郡つるぎ町地内
（国道438号） 令和5年1月30日

勝浦郡勝浦町在住 1名 275，000 令和4年11月1日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 令和5年1月30日

那賀郡那賀町在住 1名 19，000 令和4年11月1日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 令和5年1月30日

報告第2号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

令 和 5 年 2 月 9 日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

円

報告第2号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について
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損害賠償の額の決定及び和解について

児童福祉施設事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

鳴門市在住 1名 175，400 令和4年10月19日 鳴門市
県立徳島学院 令和5年1月19日

報告第3号

損害賠償（児童福祉施設事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

令 和 5 年 2 月 9 日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

円

報告第3号 損害賠償（児童福祉施設事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について
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損害賠償の額の決定及び和解について

捜査活動に伴う物損事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

岡山県岡山市在住 1名 1，860 令和4年11月14日 徳島市地内 令和5年2月1日

報告第4号

損害賠償（捜査活動に伴う物損事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

令 和 5 年 2 月 9 日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

円

報告第4号 損害賠償（捜査活動に伴う物損事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について
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